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知られている。MRI 静止画 T2 強調画像（WI）において内膜直下筋層は帯状の低信号を







対象は月経周期が規則的である閉経前ボランティア女性 64 名(20- 51 歳 、 平 均
33.0 歳 )と ホ ル モ ン 補 充 療 法 を し て い な い 閉経後ボランティア女性 43 名
(50-77 歳、平均 61.7 歳 )。 閉 経 前 群 は 蠕 動 が よ く 観 察 さ れ る 増 殖 期 か ら
排 卵 期 の 間 に MRI を 撮 像 。 3 テ ス ラ の MR 装 置 で 水平断と矢状断の T2 WI と
矢状断 T1WI を撮像し、動画 MRI としてシングルショット高速スピンエコー法で 3 秒お
きに 3 分間、計 60 枚の T2WI 類似の正中子宮矢状断面を連続撮像。 
T2WI 正中矢状断で JZ の明瞭度を 5 段階（1:全く同定不能、2:ほぼ同定不能、3:同
定の可否が判断困難、4:かすかに同定可能、5:明らかに同定可能）で評価。また、JZ
の厚さが計測可能な明瞭度が 4 以上の例では JZ の厚さを計測。JZ の厚さは子宮体部
長軸の中点に垂直な断面における子宮前後壁の JZ の厚さの平均値とした。動画 MRI で




の相関の有無、子宮蠕動回数と JZ の厚さとの相関の有無を検討。結果、JZ の明瞭度
は閉経前群で両読影者とも 4.4、閉経後群で 1.5（読影者 A）、2.1（読影者 B）で閉経
前群が有意に高かった。JZ の厚さは閉経前群が 0.45±0.17cm、閉経後群が 0.36±

















を観察し、また、子宮蠕動と静止 MR 画像にて同部位に認められる Junctional zone 
(JZ)の画像所見との関連性を検討したものである。閉経前ボランティア女性 64 名
と閉経後ボランティア女性 43 名を 対 象 と し 、 T2 強調画像矢状断で JZ の明瞭度
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